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＜病棟連絡事項＞
・特記事項なし

＜入室状況＞
【転出】
・沼田　ゆき子様～東B1号室　→　西B30号室
【ユニット移動】
・谷地　寿梨様　　東A15　→　東D18
・藤井　孝蔵様　　東C5　→　東合併症室

＜患者様連絡事項＞
・河原木　しすゑ様～船場Dr.診察。下痢は改善傾向であり、半夏瀉心湯７日分追加処方となる。

・佐々木　博子様～右手首から肘部にかけて昨日より明らかな腫脹あり。再度X-P撮り直し行う。主治医からも他科受診の指示あり、スタッフ付き添いにて八戸赤十字病院を受診。

[bookmark: _Hlk62478463]＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～午前・午後1時間の開放観察実施。他室侵入して他患の私物を弄ろうして嫌がられる事あり、早めに開放観察は終了している。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

・澤口　利香様～身体拘束中。両手身体拘束一時解除して朝食全量摂取。問題行動ない。特に要求訴えなく言葉数少ない。歯科も問題無く受診できている。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

・藤ケ森　淳様～身体拘束中。兄様とのテレビ電話面会を実施するが、言い合いとなり話が物別れになったため、兄・母様と看護師面談実施。アルコール依存に対して家族の尻ぬぐいは逆効果であることを説明。本人との距離を置く事で退院について了承される。2/23か2/27にて退院予定。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

＜要注目患者様情報＞
[bookmark: _GoBack]・塩倉　一輝様～口調対応穏やか、表情険しさなく礼儀正しい態度。余暇は自室で過ごしたり他患とニコニコして交流している。

・小笠原　達夫様～自分のペースであまり他患に気を遣わずに行動している。対面上は口調対応穏やか。

・大橋　ミサ様～ユニット内を徘徊している。スタッフ対面時は表情硬いが口調は穏やか。幻視については口頭上否定されている。不穏・興奮や他者トラブル無し。

・戸田沢　輝子様～自室ベッドにて臥床して過ごされている。介入時の易怒性や攻撃性なし。危険行為無く静穏に過ごされている。

＜安ヶ平Dr.診察情報＞
・藤井　崇史様～定期薬同内容で7日分処方。

・和田　昌様～次回処方より、ハロペリドール（1）→（0.75）へ減量。他同内容で7日分処方となる。
